
 

 

 

 

 

報道機関 各位  

 

AI時代の知的財産教育に向けた共同研究を開始 
 ～特許検索システムを活用し、中高生から大学院生までの教材開発・普及を目指す～ 

 

  寒冷の候、貴社におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。  

  このたび、Patentfield 株式会社（本社：京都市中京区、共同 CEO：村上直也・石津孝祐、以下「Patentfield

社」）と国立大学法人山口大学（所在地：山口県山口市、学長：谷澤幸生、以下「山口大学」）は、「特許

検索システムを用いた知的財産教育の教授法の開発と普及」に関する共同研究契約を締結し、2025年 12

月 1日より研究を開始しました。 

本共同研究では、AI時代に即したユーザビリティの高い特許検索システムを活用し、文系・理系を問

わず、高校生から大学院生まで幅広い学生が、特許情報から技術動向を把握し IPランドスケープとし

て「見える化」するスキルを習得できる教材および教授法の開発・普及を目指します。 

 

■ 共同研究の背景 

  近年、コーポレートガバナンス・コードの改訂（令和 3年 6月）により、上場企業には知的財産への

投資について経営戦略との整合性を意識した情報開示が求められるなど、ビジネスにおける特許情報の

重要性が飛躍的に高まっています。産業界で競争力を持つためには、膨大な特許データを分析し IPラン

ドスケープとして可視化するスキルが不可欠となっており、将来の産業人材である学生にも強い習得ニ

ーズがあります。しかし教育現場では、学生の前提知識（レディネス）の把握、学習に適したユーザー

インターフェース（UI）デザイン、そして最適な指導法がいまだ確立されていないという課題がありま

す。 

 

■ 研究の目的と概要 

本研究は、特許情報の検索・活用における学習者のつまずきや課題を科学的に分析し、効果的な教育

プログラムを開発・普及させることを目的としています。 

 

 ＜主な研究内容＞ 

 １．現状分析と課題抽出： 

   学生へのヒアリングや行動観察等を通じ、検索プロセスのどの段階で困難を感じるかを分析します。 

 ２．育成目標の設定： 

   特許検索システムを通じ、学生が身につけるべき資質・能力を段階的に整理します。 

 ３．教材開発と実践的検証： 

   分析結果に基づき、適切な UIや機能を特許検索システムに実装するとともに、新たな教材を開発し、

授業での実証実験を行います。 

 ４．普及啓発： 

   開発した特許検索システムを活用した教育プログラムや教材を、中等教育機関（高校）から高等教

育機関（大学）へ広く公表し、普及を図ります。 

【2026 年 1 月 21 日】 

送付枚数 本票含め 6枚 



  

 

 ■ 各機関の役割 

 ・Patentfield社： 

  研究プロジェクトの統括、特許検索システムへの成果（UIや機能）の実装、教材普及 

 ・山口大学（知的財産センター）： 

  研究マネジメント、学生の学習行動分析、教育目標の設定、効果検証等の実施 

 

■ 共同研究期間 

 2025 年 12月 1日 ～ 2028 年 3月 31日（予定） 

 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

• Patentfield株式会社 

     ◦ 担当：経営企画部 岡本 

     ◦ Email：info@patentfield.com 

 

・ 国立大学法人山口大学 

     ◦ 担当：知的財産センター 陳内  

     ◦ Email：h-jinnai@yamaguchi-u.ac.jp 

 



 

 

＜参考資料＞ 

山口大学では 2004 年から、YUPASS（Yamaguchi University Patent Search System）として、独

自の特許検索システム開発・運用し、学内の教職員・学生を中心に提供してきました。2025 年から

Patentfield 社の協力を得、特許検索システムである「Patentfield」をベースに、学生の授業中の

一斉アクセスに対応した新 YUPASS（https://yupass.patentfield.com/）に変更しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 1 YUPASSトップページ検索画面＞ 

 

 この新 YUPASSでは、バックグラウンドでの AI 支援により大きく機能強化されています。例えば、

①特許の専門的な表現に直さなくても、一般的な言葉や学術用語のままで特許検索ができる。②検

索結果を、特許書類独特の難解な表現から一般語に直して分かりやすく表示する AI サマリー機能。

③膨大な特許を分類し可視化（パテントマップ）する機能などがあります。 

 このように扱い易くなった知財情報を、授業や研究活動で活用するための教材や指導法の開発と

その普及が本共同研究のテーマです。 

 

  

 

https://yupass.patentfield.com/


 

 

  ●新 YUPASS の機能の詳細 

①特許の専門的な表現に直さなくても、一般的な言葉や学術用語のままで特許検索ができる。 

 例えば、図 2 のように、研究テーマ「地盤材料の力学特性の把握と弾塑性構成モデルの開発およ

び解析」を、そのまま検索窓にコピペして検索しても、関連する特許が検索できるようになりまし

た（これまでは類義語等も考慮して、検索式を考える必要がありました）。 

 これにより、先行研究を調べる際、論文検索に加えて、特許検索を行うことのハードルを下げ、

研究支援に資することが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 2 研究テーマを検索窓に入れての検索結果例＞ 

 



 

 

②特許書類独特の難解な表現から一般語に直して分かりやすく表示する AI サマリー機能 

上図が通常表示。下図が AI サマリー。発明の名称も一目で何の発明か分かるものになり、用途、

課題、効果、特徴に分け分かりやすく表示されます。 

 

 

↓ 

 

＜図 3 AI サマリー機能の例 ※難しい表現の特許書類が AI の要約で読みやすくなる＞ 



③膨大な特許を分類し可視化（パテントマップ）する機能 

 図 4、図 5のようなネットワークマップや技術領域マップを、クリックするだけで作成できます。 

 これまでは、特許情報をダウンロードして表計算ソフトでまとめるなど大変な手間が掛かってい

ました。 

 
＜図 4 出願人ネットワークマップ図 ※山口大学と共願関係にある企業等を可視化＞ 

 
＜図 5 時系列でみる技術領域マップ ※山口大学が特許出願人となっている特許技術＞ 


